
  

  

○すべての児童生徒が学びに参加できる授業  

○多様な学びに対し、柔軟に対応できる授業  

○視覚や触覚に訴える教材・教具や環境設定が準備されている授業  

○欲しい情報が分かりやすく提供される授業  

○間違いや失敗が許容され試行錯誤をしながら学べる授業  

○現実的に発揮することが可能な力で達成感が得られる授業  

○必要な学習活動に十分取り組める課題設定がなされている授業  

誰にでも分かりやすい授業  どうしたらいいの？  

※県立総合教育センターホームページ「学力向上 BOOKLET」よりダウンロードできます。  

  

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援教育の視点 
（ユニバーサルデザイン） 

特別支援教育が培ってきた指

導の方法や視点を活かし授業づ

くりを進めましょう。  

特別な支援が必要な児童生徒の学びやすい授業は、 
全ての子にとって学びやすい授業  

教室環境① 

「場の構造化」  

教室環境② 

「刺激への配慮」  

 ルールの確立 

「手順や行程」  

生活の見通し 

 

授業の見通し 

 

授業の組み立て  

板書の工夫 

 

集中・注目 

のさせ方 

 

指示の出し方  

参加の促進 

 

 

個人差への配慮  

通常の学級に在籍する特別な教

育的ニーズのある児童生徒の指

導・支援の充実とともに授業改善

のポイントとして活用できます。 

授業のユニバーサルデザインの   原則  

ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくり       のポイント  
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学級モラル 

の形成 
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